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セ

ン

タ

ー

日

誌

運
動
器
検
診
の
初
年
度

　
　
　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会

教
育
長
職
務
代
理
者　

滝　

山　

義　

之

　

第
二
学
年
の
生
徒
が
二
日
間
に
わ
た
り
職
場
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
五
十
カ
所
に
も
及
ぶ
事
業
所

等
の
協
力
の
も
と
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
と
触
れ
合
い

仕
事
の
一
端
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
働
く

こ
と
の
意
義
や
難
し
さ
、
自
己
の
将
来
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
中
央
中
学
校
）

11
月
９
日　

研
修
事
業
拡
大
会
議

11
月
22
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

12
月
13
日　

冬
季
拡
大
研
究
室
会
議

12
月
21
日　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

12
月
26
日　

冬
季
合
同
所
員
研
修
会

12
月
26
日
〜
１
月
10
日

　
　
　
　
　

研
究
室
冬
季
集
中
研

１
月
19
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

２
月
７
日　

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会

２
月
16
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

３
月
１
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
125
号
発
行

３
月
31
日　

平
成
28
年
度
研
究
紀
要
第
42
号
発
行

４
月
１
日　

平
成
29
年
度
研
修
講
座
開
催
要
項

　

平
成
二
十
六
年
四
月
に
学
校
保
健
安
全
法
の

施
行
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
従
来
健
康
診
断

で
行
わ
れ
て
い
た
「
座
高
及
び
寄
生
虫
卵
の
有

無
」
が
必
須
項
目
か
ら
外
れ
、
新
た
に
「
四
肢

の
状
態
」
が
加
わ
り
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か

ら
の
学
校
健
診
の
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
運

動
器
検
診
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
現
代
の

子
ど
も
た
ち
の
運
動
機
能
が
二
極
化
さ
れ
、
①

過
剰
な
運
動
に
か
か
わ
る
問
題
、
②
運
動
不
足

が
か
か
わ
る
問
題
な
ど
、
運
動
器
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
健
康
な
運
動
機
能

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
成
長
期
か
ら
正
常
な

運
動
器
の
発
育
を
助
け
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
障
害
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
学

校
に
お
け
る
運
動
器
検
診
で
疾
患
及
び
異
常
を

早
期
に
発
見
し
、
整
形
外
科
的
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
運
動
器
検
診
は
、
①
保
護
者
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
、
②
担
任
、
保
健
体
育
、
養
護
の
先

生
に
よ
る
健
康
観
察
、
③
学
校
健
診
時
に
お
け

る
学
校
医
の
チ
ェ
ッ
ク
の
三
段
階
よ
り
な
さ

れ
、
保
健
調
査
票
に
記
載
さ
れ
る
側
彎
を
含
む

五
つ
の
基
本
的
動
作
を
行
わ
せ
、
異
常
の
有
無

を
判
断
し
ま
す
。
第
四
十
七
回
全
国
学
校
保

健
、
学
校
医
大
会
で
は
、
保
護
者
に
よ
り
約

十
二
％
の
児
童
生
徒
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
最
終

的
に
二
％
が
整
形
外
科
に
紹
介
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。
旭
川
市
の
平
成
二
十
八
年
度

の
集
計
で
は
、
児
童
生
徒　

約
二
三
、〇
〇
〇

名
の
中
で
、
保
護
者
に
よ
り
約
七
％
の
児
童
生

徒
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
学
校
医
が
整
形
外
科
受

診
を
勧
め
た
の
は
、
〇
．
六
％
で
し
た
。
学
校

医
が
要
受
診
と
判
断
す
る
例
は
、
①
歩
行
障
害

を
訴
え
た
場
合
、あ
る
い
は
認
め
ら
れ
る
場
合
、

②
動
作
時
痛
の
あ
る
場
合
、
③
可
動
域
に
左
右

差
が
あ
る
場
合
、④
圧
痛
が
あ
る
場
合
、⑤
迷
っ

た
場
合
で
あ
り
、
受
診
勧
奨
ま
で
行
か
な
く
て

も
経
過
観
察
と
す
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。
小

児
の
運
動
器
疾
患
の
専
門
家
は
、
小
学
校
で
は

下
肢
に
、
中
学
校
で
は
上
肢
に
運
動
器
障
害
が

増
加
し
、
そ
の
割
合
は
、
児
童
生
徒
の
十
五
％

に
み
ら
れ
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
学
校
医
は
年

一
回
の
診
察
で
あ
り
、
担
任
、
保
健
体
育
、
養

護
の
先
生
に
は
保
護
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
児
童

生
徒
を
継
時
的
に
観
察
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
を
指
導
す
る
先

生
に
は
、
特
に
ひ
じ
、
肩
、
ひ
ざ
な
ど
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
に
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
運
動
器
の
成
熟
と
成
長
の
途
上
に
あ
る
児

童
生
徒
に
、
心
身
の
特
性
に
合
わ
な
い
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
は
、
将
来
に
わ
た
る
健
康
障

害
を
残
す
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
運
動
器
検
診
で
す
が
、
児
童

生
徒
の
健
康
増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

随

想

　

本
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
活
動
と
し
て
「
老

人
養
護
施
設
」
と
の
交
流
を
年
五
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
通
し
て
思
い
や

り
の
心
を
は
じ
め
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
交
流
を
継
続
し
、
豊
か
な
心
を
育

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
美
瑛
町
立
明
徳
小
学
校
）



上川教育研修センターだより
（２）

　

生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
教
員
も
苦
手
意
識
を

も
っ
て
し
ま
う
「
ダ
ン
ス
授
業
」
に
つ
い
て
、

心
を
ほ
ぐ
す
導
入
の
仕
方
や
扱
い
や
す
い
動
き

（
フ
ィ
ガ
ー
）、
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
等
を
改
め
て

学
び
、
大
変
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

準
備
か
ら
御
指
導
ま
で
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学
校　

中
村　

隆
志
）

　

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
手
を
取
り
合
い
、
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
必
要
性
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
基
盤
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
様
々
な
立
場
の
方
と
の
交
流
も
有

意
義
で
し
た
。
丁
寧
な
御
指
導
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
啓
北
中
学
校　

北
村　

雅
俊
）

　

鎌
田
先
生
の
温
か
い
言
葉
掛
け
と
夢

中
に
な
っ
て
造
形
活
動
に
浸
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
印
象
的
な
授
業
で
し
た
。

学
力
向
上
に
向
け
て
、
五
教
科
が
重
要

視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
図
工
・
美
術
の

意
義
や
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
東
小
学
校　

西
永　

円
）

　

初
め
て
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。
本

講
座
を
通
じ
、
社
会
科
教
育
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
な
ぜ
？
」
の

問
い
を
引
き
出
し
、
主
体
的
な
学
び
に

つ
な
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
習
し
ま

し
た
。
御
指
導
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
上
川
町
立
上
川
中
学
校　

高
根
澤
孔
明
）

27　図工・美術科実技　10/５

19　社会科指導　８/４・10/７

26　体育科実技　９/28

28　学校・家庭・地域の連携　10/６

研　
修　
講　
座　
寸　
描

講
座
の
様
子
か
ら

講
座
の
様
子
か
ら

＝
講　

師
＝

小
出　

高
義　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　

准
教
授

中
村　

久
乃
（
東
光
中　
　

教
諭
）

＝
講　

師
＝

名
達　

英
詔　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

教
授

鎌
田
喜
美
子 

（
忠
和
小　
　

教
諭
）

＝
講　

師
＝

姉
帯
美
和
子

Ｍ
Ｉ
Ｗ
工
房

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

尾
中　

康
裕

上
川
教
育
局
教
育
支
援
課

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
指
導
班　

主
査

井
川　
　

健
（
名
寄
西
小　
　

教
頭
）

鈴
木　

創
太

上
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　

主
任

＝
講　

師
＝

金　
　

辰

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　

准
教
授

工
藤　
　

亘
（
春
光
台
中　

教
頭
）

伊
林　

貴
志
（
緑
新
小　
　

教
諭
）

佐
竹　

浩
明
（
光
陽
中　
　

教
諭
）



上川教育研修センターだより
（３）

　

国
際
理
解
と
は
何
か
。
ど
の
よ
う
な

視
点
を
ど
う
も
て
ば
よ
い
の
か
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
音
楽
の

鑑
賞
に
お
い
て
楽
曲
を
味
わ
う
過
程
で

世
界
を
感
じ
、
生
徒
の
興
味
関
心
が
多

岐
に
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
授
業
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校　

田
中　

禅
）

　

研
究
授
業
・
協
議
で
は
、
感
性
を
豊

か
に
働
か
せ
て
表
現
す
る
授
業
の
大
切

さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
講

義
・
実
技
で
は
、
器
楽
と
い
う
切
り
口
か
ら
貴

重
な
実
践
例
の
紹
介
、
地
域
文
化
と
関
わ
っ
た

授
業
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
下
川
町
立
下
川
中
学
校　

幅
口
あ
す
美
）

29　国際理解教育　10/11

30　音楽科実技　10/12

＝
講　

師
＝

伊
藤　

文
江
（
神
居
東
中　

教
頭
）

荒
井　

香
織
（
大
町
小　
　

教
諭
）

瀧　
　

繁
之
（
神
楽
中　
　

教
諭
）

　

一
日
目
の
講
義
を
受
講
し
、
二
日
目

に
小
中
一
本
ず
つ
の
授
業
を
参
観
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
生
活
科
と
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
進
め
て
い
く
た

め
に
必
要
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
周
囲
と
の
対
話
に
よ
る
学
び
は
、

私
自
身
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
上
士
別
中
学
校　

村
上　

紫
織
）

　

学
校
に
お
け
る
防
災
指
導
に
つ
い
て
、
そ
の

意
義
や
意
識
す
べ
き
点
な
ど
、
普
段
見
落
と
さ

れ
が
ち
な
点
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
災

害
時
の
避
難
行
動
を
考
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
で
、
分
か
り
や
す
く
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
愛
別
町
立
愛
別
中
学
校　

鴻
上　

貴
）

＝
講　

師
＝

浜
崎　

成
巳
（
神
居
東
小　

教
頭
）

千
葉　

重
智
（
北
鎮
小　
　

教
諭
）

千
葉　
　

茂
（
北
光
小　
　

教
諭
）

松
原　

昌
平
（
東
明
中　
　

教
諭
）

＝
講　

師
＝

佐
藤　

栄
一
（
広
陵
中　

教
頭
）

後
藤　

晃
仁
（
北
星
中　

教
諭
）

31　保健安全指導　10/14

20　生活科・総合的な学習の時間　８/４・10/12

＝
講　

師
＝

石
田　

久
大

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

教
授

早
坂　

昌
俊
（
江
丹
別
中　

教
頭
）

西
森　

加
奈
（
神
居
東
中　

教
諭
）



上川教育研修センターだより
（４）

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
や
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
な
ど
、

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
校
の
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施

に
お
け
る
課
題
の
把
握
、
実
効
策
の
検

討
の
演
習
は
、
教
育
課
程
編
成
に
必
要
な
視
点

や
力
を
養
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校　

長
井　

祐
之
）

　

全
く
の
初
心
者
で
参
加
し
ま
し
た

が
、
形
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
、
リ
ズ

ム
が
大
切
、
と
講
師
の
先
生
の
「
ほ
め

る
」、「
楽
し
い
」
指
導
に
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
最

後
は
皆
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

（
鷹
栖
町
立
鷹
栖
中
学
校　

松
原　

泰
子
）

　
「
い
じ
め
未
然
防
止
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
用
い
て
自
校
の
取
組
の
方
向
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
原
因
を
追
究
せ
ず

未
来
に
目
を
向
け
る
「
解
決
志
向
ア
プ

ロ
ー
チ
」
の
考
え
方
を
、
参
加
者
同
士

で
実
践
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
東
小
学
校　

辻　
　

鋭
）

　

絵
の
具
を
使
っ
て
偶
然
で
き
た
色
や

形
に
驚
き
な
が
ら
、
時
間
を
忘
れ
て
制

作
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

じ
技
法
を
使
っ
て
も
、
一
つ
と
し
て
同

じ
表
現
が
な
く
、
授
業
で
実
践
し
、
子

ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
表
現
を
す
る
の
か

見
た
く
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
東
町
小
学
校　

中
明　

千
紘
）

32　ミニ道研Ａ　10/27

34　書に親しもう　１/10

＝
講　

師
＝

小
嶋　

康
博
（
愛
宕
中　

校
長
）

＝
講　

師
＝

戸
澤　

美
咲
（
忠
和
中　

教
諭
）

33　ミニ道研Ｂ　10/28

35　絵に親しもう　１/10

＝
講　

師
＝

泉　
　

大
吾

北
海
道
立
教
育
研
究
所

　
　
　
　
　
　

企
画
・
研
修
部　

主
査

益
子　

忠
行

北
海
道
立
教
育
研
究
所

　
　
　
　
　
　
企
画
・
研
修
部
主
任
研
究
研
修
主
事

＝
講　

師
＝

西
埜　

聡
明

北
海
道
立
教
育
研
究
所

　
　
　
　
　
　
研
究
・
相
談
部　

研
究
研
修
主
事

上
野　

昌
生

北
海
道
立
教
育
研
究
所

　
　
　
　
　
　
研
究
・
相
談
部　

研
究
研
修
主
事



上川教育研修センターだより
（５）

出
前
講
座
寸
描 

【
講
師
：
牛
田　

美
也
子
（
陵
雲
小　

教
諭
）】

　

講
話
の
中
で
、
授
業
づ
く
り
の
留
意
点

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
言
葉
掛
け
に
つ
い
て

な
ど
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
指
導
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

実
り
多
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
実
技
も

し
て
い
た
だ
き
、
職
員
一
同
楽
し
み
な
が

ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
樹
海
小
学
校　

吉
澤　

賢
吾
）

【
講
師
：
千
葉　

雅
樹
（
嵐
山
中　

教
頭
）】

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
今
、
教

員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
…
。
講
義
の

中
で
出
て
き
た
、
現
在
何
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
の
ヒ
ン
ト
は
身
近
に
あ
っ

た
。
そ
う
考
え
る
と
、
講
義
で
元
気
付
け

ら
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
実
践
的
な
こ

と
も
含
め
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
音
威
子
府
村
立
音
威
子
府
中
学
校　

梅
本　

典
利
）

樹海小学校「体育科指導（ダンス）」　９/21（水）上教研北部地区研究会算数・数学班「算数・数学科指導」　10/５（水）

【
講
師
：
則
末　

俊
介
（
永
山
中　

教
諭
）】

　

道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
今
後
の

指
針
、
多
様
な
方
策
の
例
示
な
ど
目
の
前

に
あ
る
課
題
を
明
確
に
示
唆
し
て
い
た
だ

け
た
こ
と
に
よ
り
、
今
す
べ
き
こ
と
、
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
西
神
楽
中
学
校　

大
野　

恒
裕
）

【
講
師
：
井
上　

重
美
（
北
海
道
公
立
学
校
Ｓ
Ｃ
）】

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

同
士
で
よ
い
と
こ
ろ
を
発
見
す
る
た
め
の

方
法
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
「
こ
こ
ろ
の
花
束
」
と
い
う
演
習
が
心

に
残
り
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
を
言

葉
に
す
る
恥
ず
か
し
さ
と
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
士
別
南
小
学
校　

名
波　

大
地
）

【
講
師
：
木
下　

貴
義
（
永
山
南
小　

教
諭
）】

　

外
国
語
活
動
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
児

童
が
意
欲
的
に
活
動
す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
小
学
校　

野
口　

美
保
）

西神楽中学校「道徳教育の充実」　10/25（火）

士別南小学校「生徒指導（構成的グループエンカウンター）」　11/21（月）

多寄小学校「小学校外国語活動」　11/15（火）

ギャラリー闡
せん

の，御利用について！

　当研修センター１階の第

２研修室は，各学校や団体

で制作した作品を展示し，

多くの方に鑑賞していただ

くギャラリーとして御利用

いただくことができます。

御希望の方は，事務室まで

お申し込みください。

「書に親しもう～毛筆で心を伝える作品制作」

講座の作品

１月10日（火）　制作

「絵に親しもう～モダンテクニックを使って」

講座の作品

１月10日（火）　制作



上川教育研修センターだより
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今
、
研
究
室
で
は

今
、
研
究
室
で
は

第
一
六
次
研
究　

三
年
次

　

研
究
主
題
「
学
び
合
い
で
確
か
な
学
力
を
育
て
る
学
習
指
導
の
在
り
方
」

〜
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
指
導
と
評
価
〜

成　　果

① 　各年度で「3段階の言語活動」「思考の明確化」「対話による思考の共有化」

というキャッチフレーズを設定したことにより，センターの主張を明確

にして発信することができた。

② 　思考力・判断力・表現力を高めるために教師のねらいと手立てを明確

に示すことにより，確かな学力を育成する授業を構築することができた。

③ 　協力校への日常的なサポートや公開研究会，センター発表会における

討議の仕方を工夫し，新たな仮説検証のスタイルを示すことができた。

課　　題

① 　次期学習指導要領への移行期を踏まえ，授業構築の手順を丁寧に見直

し，その手法を発信する必要がある。

② 　新しい時代に生きる子どもを育成するためには，自立した個の学びと

協働的な集団の学びの両面から研究を進める必要がある。

研
究
室
だ
よ
り

一　

本
時
の
目
標

　

 　

本
時
の
目
標
を
「
文
章
構
成
の
工
夫
や
、接
続
詞
を
用
い
る
な
ど
の
表
現
の
工
夫
を
し
て
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と
設
定
し
た
。
思
考
の
流
れ
が
見
え
る

学
習
シ
ー
ト
の
活
用
やA

LT

とJT
E

の
対
話
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
に
話
合
い
の
進
め
方
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
本
時
の
目
標
に
迫
り
た
い
と
考
え
た
。

二　

集
団
思
考
に
お
け
る
「
思
考
の
共
有
化
」
に
関
わ
る
教
師
の
手
立
て

　

 　

条
件
①
【
話
合
い
の
目
的
や
明
確
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
】

　
　

 　

記
事
の
内
容
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
を
話
合
い
の
目
的
と
し
て
、W

riting T
ips

の
活

用
に
着
目
さ
せ
た
。
ま
た
、A

LT

とJT
E

に
よ
る
対
話
を
通
し
て
表
現
の
改
善
例
を
示

し
、
ゴ
ー
ル
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
②
【
互
い
の
考
え
方
の
理
解
や
違
い
の
見
え
る
化
を
促
す
工
夫
】

　
　

 　

個
人
の
考
え
が
見
え
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
、
グ
ル
ー
プ
の
話
合
い
の
結
果
が
見
え
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
。
個
人
思
考
で
考
え
た
文
章
を
比
較
し
、
表
現
の
よ
さ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
表
現
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
③
【
集
団
思
考
に
最
適
な
場
の
設
定
】

　
　

 　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
生
徒
を
各
グ
ル
ー
プ
に
配
置
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
話
合
い
を
進
行
さ
せ
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
話
合
い
に

適
切
な
表
現
を
用
い
て
英
語
で
や
り
と
り
し
よ
う
と
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。

三　

本
時
の
成
果
と
課
題

　

考
え
方
の
見
え
る
化
を
図
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
用
や
、リ
ー

ダ
ー
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
対
話
を
通
し
て
、
思
考
の
共

有
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
英
語
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
思
考

を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
学
習
課
題
の
設
定
や
、
用
い
る

英
語
表
現
の
精
選
、
モ
デ
ル
提
示
が
必
要
で
あ
る
。

詳細は，３月発刊の研究紀要第42号を御覧ください。

〜
思
考
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、

表
現
力
を
高
め
る
授
業
の
工
夫
〜

研
究
員

の
実
践

　上川教育研修センターでは，理論研究と実践検証を行った結果，　上川教育研修センターでは，理論研究と実践検証を行った結果，
３年次は，次のような成果と課題を明らかにすることができた。３年次は，次のような成果と課題を明らかにすることができた。

鷹
栖
町
立
鷹
栖
中
学
校
二
年　

英
語
科

　

～
読
み
手
に
正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
文
と
文
の
つ
な
が
り
に

注
意
し
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
考
え
る
学
習
～

授
業
者　

齊
藤　

悦
代　



上川教育研修センターだより
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一　

本
時
の
目
標

　

 　

本
時
の
目
標
を
「
一
位
数
＋
一
位
数
で
繰
り
上
が
り
の
あ
る
加
法
を
被
加
数
分
解
で
計
算

す
る
仕
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
動
か
し
方
を
考
え
た
り
、
加

数
分
解
と
被
加
数
分
解
の
違
い
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
本
時
の
目
標
に
迫
り
た
い
と
考

え
た
。

二　

集
団
思
考
に
お
け
る
「
思
考
の
共
有
化
」
に
関
わ
る
教
師
の
手
立
て

　

 　

条
件
①
【
話
合
い
の
目
的
や
明
確
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
】

　
　

 　

集
団
思
考
の
前
半
と
後
半
で
、
話
合
い
の
目
的
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
設
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
何
を
考
え
た
ら
よ
い
の
か
を
明
確
に
し
て
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
②
【
互
い
の
考
え
方
の
理
解
や
違
い
の
見
え
る
化
を
促
す
工
夫
】

　
　

 　

加
数
分
解
と
被
加
数
分
解
の
計
算
の
式
に
「
さ
く
ら
ん
ぼ
図
」
を
か
い
た
も
の
を
並
べ

て
板
書
し
、
違
い
を
捉
え
や
す
く
し
た
。
ま
た
、
加
数
分
解
と
被
加
数
分
解
の
ブ
ロ
ッ
ク

操
作
の
跡
が
残
る
よ
う
な
板
書
を
し
た
こ
と
で
、
被
加
数
分
解
の
計
算
の
意
味
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
③
【
集
団
思
考
に
最
適
な
場
の
設
定
】

　
　

 　

前
時
の
加
数
分
解
と
の
違
い
を
考
え
る
と
き
に
ペ
ア

学
習
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
短
時
間
で
違
い
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
考
え
を
表
出
さ
せ
た
こ
と
で
、
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

三　

本
時
の
成
果
と
課
題

　

板
書
で
前
時
と
の
違
い
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
は
、
本
時

の
学
習
を
理
解
す
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
だ
、
一
人
の
誤
っ
た
考
え
が
、
他
の
児
童
の
思
考
を

混
乱
さ
せ
る
場
面
が
あ
っ
た
。
誤
答
を
利
用
し
た
り
、
誤
答

が
出
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
工
夫
が
課
題
と
な
っ
た
。

一　

本
時
の
目
標

　

 　

本
時
の
目
標
を
「
読
み
取
っ
た
登
場
人
物
の
様
子
や
気
持
ち
を
基
に
、音
読
の
仕
方
を
『
読

み
方
ボ
ッ
ク
ス
』
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。
様
子
や
気
持
ち
を
読
み
取
る
た

め
に
動
作
化
を
さ
せ
た
り
、
児
童
の
力
で
ま
と
め
を
行
う
た
め
に
、
一
度
小
ま
と
め
を
つ
く

ら
せ
た
り
し
て
、
本
時
の
目
標
に
迫
り
た
い
と
考
え
た
。

二　

集
団
思
考
に
お
け
る
「
思
考
の
共
有
化
」
に
関
わ
る
教
師
の
手
立
て

　

 　

条
件
①
【
話
合
い
の
目
的
や
明
確
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
】

　
　

 　
「
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
迫
る
手
立
て
と

し
て
、「
動
作
化
」
を
さ
せ
た
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
様
子
や
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、「
小
ま
と
め
」
を
し
た
こ
と
で
、
児
童
自
身
で
ま
と
め
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
②
【
互
い
の
考
え
方
の
理
解
や
違
い
の
見
え
る
化
を
促
す
工
夫
】

　
　

 　

課
題
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ま
と
め
を
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
班
ご
と

の
ま
と
め
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
③
【
集
団
思
考
に
最
適
な
場
の
設
定
】

　
　

 　

ペ
ア
で
の
話
合
い
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
贈

り
物
を
見
た
と
き
の
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
気

持
ち
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

三　

本
時
の
成
果
と
課
題

　

本
校
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
動
作

化
」「
小
ま
と
め
」
な
ど
の
取
組
は
、
思
考
の
共
有
化

の
た
め
の
手
立
て
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、

根
拠
を
明
確
に
し
て
「
小
ま
と
め
」
を
決
め
て
い
け
る

と
よ
い
。

〜
半
具
体
物
を
用
い
て
被
加
数
分
解
の

意
味
を
考
え
さ
せ
る
授
業
の
工
夫
〜

〜
想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
む
た
め
の

「
小
ま
と
め
」
や
「
動
作
化
」
な
ど
の
工
夫
〜

研
究
員

の
実
践

協
力
校

の
実
践

旭
川
市
立
大
有
小
学
校
一
年　

算
数
科

　

～
数
を
分
け
た
図
や
半
具
体
物
の
操
作
を
通
し
て

加
数
分
解
や
被
加
数
分
解
の
加
法
計
算
の
仕
方
を
理
解
す
る
学
習
～

授
業
者　

馬
場　

大
輔　

当
麻
町
立
当
麻
小
学
校
二
年　

国
語
科

　

～
登
場
人
物
の
行
動
を
中
心
に
場
面
の
様
子
を
想
像
し

よ
り
よ
い
音
読
の
仕
方
を
考
え
る
学
習
～

授
業
者　

高
田　

裕
輔　



上川教育研修センターだより
（８）

一　

本
時
の
目
標

　

 　

本
時
の
目
標
を
「
一
つ
の
数
の
求
め
方
に
つ
い
て
、
図
を
多
様
な
見
方
で
分
割
し
、
九
九

を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
し
た
。
本
時
の
学
習
問
題
で
は
、
図

を
分
割
し
、
同
じ
数
ず
つ
の
ま
と
ま
り
を
作
る
こ
と
か
ら
立
式
し
、
多
様
な
方
法
で
答
え
を

求
め
る
中
で
、
本
時
の
目
標
に
迫
り
た
い
と
考
え
た
。

二　

集
団
思
考
に
お
け
る
「
思
考
の
共
有
化
」
に
関
わ
る
教
師
の
手
立
て

　

 　

条
件
①
【
話
合
い
の
目
的
や
明
確
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
】

　
　

 　

集
団
思
考
の
方
向
付
け
を
図
る
た
め
に
、「
ま
と
ま
り
と
式
の
つ
な
が
り
」
に
注
目
さ

せ
た
。
そ
の
結
果
、本
時
の
学
習
全
体
を
通
し
て
、「
ま
と
ま
り
」と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、
問
題
解
決
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
②
【
互
い
の
考
え
方
の
理
解
や
違
い
の
見
え
る
化
を
促
す
工
夫
】

　
　

 　

集
団
思
考
で
取
り
上
げ
た
多
様
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
発
言
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
「
数
の

ま
と
ま
り
」「
図
と
の
つ
な
が
り
」
な
ど
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
板
書
に
ま
と
め
た
。

視
覚
的
に
比
較
し
や
す
い
こ
と
で
、
考
え
の
同
じ
と
こ
ろ
や
違
う
と
こ
ろ
へ
の
気
付
き
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　
　

条
件
③
【
集
団
思
考
に
最
適
な
場
の
設
定
】

　
　

 　

二
年
生
と
い
う
発
達
の
段
階
か
ら
、
ペ
ア
活
動
に
お
い

て
、
全
員
が
自
分
の
考
え
を
一
度
、
図
や
言
葉
な
ど
で
表
現

す
る
こ
と
で
、
思
考
を
整
理
し
た
り
、
ま
と
ま
り
と
式
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
再
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三　

本
時
の
成
果
と
課
題

　

本
実
践
を
通
し
て
、
板
書
に
よ
る
「
思
考
の
見
え
る
化
」
を

図
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
思
考
と
表
現
を
促
す
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
ペ
ア
学
習
は
、
ど
の
場
面
で
、
何
を
交
流
さ
せ
る

の
か
を
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
改
め

て
気
付
い
た
。

一　

本
時
の
目
標

　

 　

本
時
の
目
標
を
「
一
連
の
流
れ
で
よ
り
よ
く
演
技
す
る
た
め
の
運
動
の
行
い
方
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。」
と
設
定
し
た
。iPad

の
遅
延
動
画
を
活
用
し
な
が
ら
、習
熟
度
別
グ
ル
ー

プ
で
の
対
話
を
促
し
、
本
時
の
目
標
に
迫
り
た
い
と
考
え
た
。

二　

集
団
思
考
に
お
け
る
「
思
考
の
共
有
化
」
に
関
わ
る
教
師
の
手
立
て

　

 　

条
件
①
【
話
合
い
の
目
的
や
明
確
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
】

　
　

 　

動
画
を
活
用
し
て
、
運
動
課
題
の
見
付
け
方
や
仲
間
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
具
体
例
を
確

認
さ
せ
た
。
話
合
い
の
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
く
演
技
す
る
た
め
の
運
動

の
行
い
方
に
つ
い
て
対
話
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
②
【
互
い
の
考
え
方
の
理
解
や
違
い
の
見
え
る
化
を
促
す
工
夫
】

　
　

 　

仲
間
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
た
付
箋
を
学
習
プ
リ
ン
ト
に
貼
り
付
け
、
ま
と
め

さ
せ
た
。
運
動
の
行
い
方
を
整
理
す
る
場
面
で
、
自
分
と
仲
間
の
考
え
を
振
り
返
り
な
が

ら
練
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

条
件
③
【
集
団
思
考
に
最
適
な
場
の
設
定
】

　
　

 　

交
流
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
た
め
に
、
技
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
習
熟
度
別
の
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
っ
た
。ま
た
、

iPad

の
遅
延
動
画
ア
プ
リ
を
用
い
て
運
動
分
析
を
効

果
的
に
進
め
た
こ
と
で
、
活
発
に
話
合
い
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

三　

本
時
の
成
果
と
課
題

　

対
話
を
通
し
て
、
自
分
で
は
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い

運
動
課
題
や
課
題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
の
思
考
を
深
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
技
能
を
高
め
る
学
習
と
思
考
力

を
高
め
る
学
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
効
果
的
に

集
団
思
考
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〜
多
様
な
考
え
を
基
に
、

思
考
と
表
現
を
促
す
板
書
の
工
夫
〜

〜
動
画
や
学
習
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
て
、

視
点
を
明
確
に
し
た
対
話
を
促
す
工
夫
〜

協
力
校

の
実
践

協
力
校

の
実
践

旭
川
市
立
北
鎮
小
学
校
二
年　

算
数
科

　

～
乗
法
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
～

授
業
者　

松
尾　

留
実　

旭
川
市
立
西
神
楽
中
学
校
一
年　

保
健
体
育
科

　

～
技
の
行
い
方
や
組
み
合
わ
せ
方
に
着
目
し
て
、

運
動
に
つ
い
て
の
思
考
力
を
高
め
る
学
習
～

授
業
者　

五
十
嵐　

敬　



上川教育研修センターだより
（９）

平成29年度　上川教育研修センター開催予定講座
番号 講座名 期日 研修内容の概要（上段：講座名　　下段：平成29年度の重点テーマ） 授業

１ いじめ・不登校 ５/９ 一人一人を大切にし，「いじめ・不登校」を未然に防ぐ指導
「『いじめ・不登校』の予防と対策の在り方」～ピア・サポートプログラムの実践～

２ 特別支援教育 ５/10　①
６/９　②

個別の教育ニーズに応える多様な指導の充実を図る特別支援教育
「障がいのある児童生徒の生きる力を育む学習指導と評価の在り方」　（②で授業研究） 小・中

３ 学級経営 ５/11　①
10/13　②

児童生徒一人一人が自己実現を実感できる学級経営
「家庭や地域社会との連携を重視した学級経営」　（②で授業研究） 小・中

４ 読書活動 ５/16 児童生徒の主体的，意欲的な「読書活動」の推進
「児童生徒が進んで読書に取り組むための工夫」　（授業研究あり） 小

５ 学校経営Ⅰ ６/７ 変化の激しい時代に対応した学校経営（学校経営Ⅰ）　※採用２年目以降の校長が対象
「新時代を切り拓く創意ある学校経営の在り方」

６ 学校経営Ⅱ ６/８ 確かなリーダーシップを発揮する学校経営（学校経営Ⅱ）　※昇任２年目以降の教頭が対象
「スクールリーダーとしての教頭の在り方」

７ 書写実技 ６/15 日常に生きて働く書写力を育てる書写実技
「硬筆と毛筆を関連させ，日常に生かす態度を養う学習指導」　（授業研究あり） 小

８ 小学校外国語活動 ７/４ 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育む小学校外国語活動
「小学校外国語活動の指導体制の工夫や授業研究」　（授業研究あり） 小

９ 複式教育 ７/12 主体的・創造的に学び，生きる力を育む複式教育
「主体的な活動を促す指導と評価の在り方」 　（授業研究あり） 小

10 国語科指導 ７/27　①
９/５　②

言語活動の充実を図る国語科指導
「言語活動の充実を図る国語科指導の工夫・改善（「読むこと」における指導）」　（②で授業研究）小・中

11 幼小連携教育 ７/27 小学校への滑らかな接続を目指す幼小連携教育
「連携・交流活動と学びの連続性」

12 算数・数学科指導 ７/28　①
８/31　②

考える楽しさと学びの深まりを実感できる算数・数学科指導
「進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる授業の在り方」　（②で授業研究） 小・中

13 外国語科（英語）指導 ７/28　①
９/４　②

コミュニケーション能力の基礎を養う外国語科（英語）指導
「外国語表現の能力や外国語理解の能力を高める指導の充実」　（②で授業研究）中・小

14 学校事務実務 ８/１～２ 教育活動の円滑化を図る学校事務実務
「学校事務における今日的課題～教育予算における現状と今後の課題」

15 生徒指導 ８/１　①
９/６　②

児童生徒の自己指導能力の育成を目指す生徒指導
「生徒指導における円滑な接続を図る小中連携の在り方」　（②で授業研究） 中・小

16 理科指導 ８/２　①
８/29　②

科学的な思考力・表現力を育てる理科指導
「『地球』領域の科学的な見方や考え方の育成」　（②で授業研究） 小・中

17 道徳教育 ８/３　①
８/29　②

道徳的実践力を育成する道徳教育
「道徳の教科化を見据えた指導と評価」　（②で授業研究） 小・中

18 社会科指導 ８/３　①
10/６　②

社会的な見方や考え方を養う社会科指導
「社会的事象の意味を考え，表現する力を育てる指導の工夫（言語活動）」（②で授業研究）小・中

19 学校力向上対策 ８/４ 今日的な教育課題の解決を図る学校力向上対策
「未来を切り拓く力を育むキャリア教育の充実」

20 生活科・総合的な学習の時間 ８/４　①
10/12　②

体験と表現が連動する生活科・共同して探究する総合的な学習の時間
「『生活科』及び『総合的な学習の時間』の充実を求めて」 （②で授業研究） 小・中

21 教育講演会 ８/８ 講師　　柳沼　良太　氏　（岐阜大学大学院教育学研究科　准教授）
演題：　「これからの道徳教育～考え議論する道徳授業～」＊詳細は４月配布の開催要項を御覧ください

22 ＩＣＴ活用 ８/23 授業改善に生かすＩＣＴ活用
「ＩＣＴを効果的に活用した学習指導の在り方～各種機器の基礎的な活用方法」 （②で授業研究） 小

23 技術・家庭科実技 ８/23 生活をよりよく工夫しようとする実践的な態度を育てる技術・家庭科実技
「材料と加工に関する技術」　（授業研究あり） 中

24 学級活動 ８/24 望ましい人間関係とよりよい生活を築く学級活動
「『日常の生活や学習への適応及び健康安全』の指導の充実」　（授業研究あり） 小

25 体育科実技 ９/６ 運動に親しむ基礎を培い，体力の向上を図る体育科実技
「体つくり運動，ゲーム・ボール運動」　　（授業研究あり） 小

26 音楽科実技 ９/７ 感性を豊かに働かせて表現する音楽科実技
「音楽の特徴や曲想の違いを感じ取る指導の工夫」　（授業研究あり） 小

27 校内研修 ９/20 年度の重点目標の具現化を目指す校内研修
「校内研修の成果と生かし方」　（授業研究あり） 小

28 図工・美術科実技 10/４ 感性を働かせながら，豊かな情操を養う図工・美術科実技
「基礎的な能力を伸ばし，豊かな情操を養う学習指導（絵や彫刻など）」　（授業研究あり） 中

29 学校・家庭・地域の連携 10/５ 子どもたちの生きる力を育むための学校・家庭・地域の連携
「地域・学校が協働して子どもを育む実践（コミュニティ・スクール）」

30 保健安全指導 10/12 生命尊重と，豊かな心を育む保健安全指導
「児童生徒の心の発達と支援の在り方」　（授業研究あり） 小

31 国際理解教育 10/13 国際社会で主体的に生きていくための資質や能力を育てる国際理解教育
「国際理解教育の実践の工夫（学校や地域の実態に応じた指導）」　（授業研究あり）

小

32 ミニ道研Ａ 未定 北海道立教育研究所によるコース別研修
○現在、内容等調整中　詳細は4月配布の開催要項を御覧ください

33 ミニ道研Ｂ 未定 北海道立教育研究所によるコース別研修
○現在、内容等調整中　詳細は4月配布の開催要項を御覧ください

34 書に親しもう １/９ 豊かな表現で書に親しむ文化講座
「心に残る言葉を題材にした小作品づくり」（午前　半日日程）

35 絵に親しもう １/９ 豊かな表現で絵に親しむ文化講座
「水彩画で心を伝える作品制作」（午後　半日日程）

36 センター研究発表会 ２/６ 「深い学びを実現する学習指導の在り方」に関する第17次３か年計画の１年
次の研究を発表～センター研究員の実践，研究協力校の実践～

パ
ソ
コ
ン
実
技

Ａ
１校務のための表計算入門 7/10，11/10 成績や会計をはじめ，さまざまな校務に応じた表計算ソフトの基本的な操作について（初心者向け）
２校務のための表計算入門 /個別課題解決 ７/31 日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（初心者向け）

Ｂ
１校務のための表計算活用 8/1，11/14 成績や会計をはじめ，さまざまな校務に応じた表計算ソフトの便利な活用について（中級者向け）
２校務のための表計算活用 /個別課題解決 １/10 日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（中級者向け）

Ｃ 学校Ｗｅｂサイト作成とＷｅｂ用画像処理 ７/11 ホームページビルダーを使用した学校ウェブサイトの作成の仕方や画像処理について
Ｄ 学校で役立つプレゼンテーション ９/８ 授業や各種発表会で効果的に活用するプレゼンテーションソフトについて
Ｅ 学校で役立つ動画編集と動画のための画像処理 12/27 LoiLo Scope2による動画編集とその機能や効果を生かすための画像処理について
Ｆ 学校で役立つタブレットＰＣ入門 6/12,8/2,12/26 タブレットＰＣの基本的な操作や，授業で役立つアプリの紹介について
Ｇ 学校で役立つタブレットＰＣ活用 ８/９，１/11 タブレットＰＣを授業や校務で効果的・効率的に活用する方法について

～正式な日程は，４月にお届けする「研修講座開催要項」で御確認ください。～
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平成29年度の講座開設の工夫
（１ ）第15次推進計画の基本方針に添い，教職生活全般を通じた教職員等の資質能力の総合的な向上を目

指す講座運営をする。

（２ ）教育経営研修では，教職生活の各段階で求められる専門性の基盤となる資質能力の充実を目指す講

座を開設する。

（３ ）教育指導研修のうち，「幼小連携教育」講座では，小学校との滑らかな接続を図り，学びの連続性を

重視する。

（４ ）教育課題研修では，多くの今日的教育課題に対応するため，年度ごとに課題を設定する「学校力向

上対策」講座を継続し，３年次は，「未来を切り拓く力を育むキャリア教育の充実」をテーマとする。

｢教育講演会」は，今日的教育課題解決を目指し，夏季休業中に開設する。

（５ ）教科等指導研修では，小中間の連携を図るため，各校種合同で理論研修を行うとともに小中それぞ

れの授業研修を行う。また，「学校・家庭・地域の連携」講座では，コミュニティ・スクールを重点化

する。

（６）教科実技研修では，研究授業を重視する。また，「ＩＣＴ活用」講座の充実を図る。

（７ ）パソコン実技研修では，「タブレットＰＣ講座」を入門と活用に分けて開設するとともに，個別課題

解決など受講者のニーズに応えられる講座を開設し，複数講師による少人数指導で対応する。

（８）北海道立教育研究所と連携し，「ミニ道研」を開催する。

（９）期限付教員の指導力向上のため，各講座への積極的参加を勧める。

(10 ）講座開設情報は，開催要項に加え，「センターだより」，Web サイト，電子メールによる講座案内等に

より広く提供していく。

（11）講座運営に関する各種資料，関係図書の利便性を図られる資料室の充実に努める。

貸室使用料（一般）
　（教職員等 ,「承認団体」が研修等で利用する場合は，下記金額の半額）

室　　 名 午 前（９～12時） 午 後（13～17時） 夜 間（18～21時）

講 　 　 堂  ２，７００円  ３，０２０円  ４，３２０円

講 堂　 Ａ ･ Ｂ  １，３５０円  １，５１０円  ２，１６０円

研修室 / 会議室  １，０８０円  １，２９０円  １，８３０円

和 　 　 室  ５４０円  ６４０円  ８６０円

☆冬期は暖房料，夏期は冷房料が加算されます。
　（研修センター事務室にお問い合わせください。）

室　　 名 午 前 （９～12時）  午 後（13～17時）  夜 間（18～21時）

講 　 　 堂  １，０８０円  １，２９０円  １，６２０円

講 堂　 Ａ ･ Ｂ  ５４０円  ６５０円  ８１０円

研修室 / 会議室  ５４０円  ６４０円  ８６０円

和 　 　 室  ３２０円  ３２０円  ３２０円

会場の利用に

あたっては，

右記の時間内

での使用を

守っていただ

くようお願い

いたします。

利用上のお願い


